































哲学の言語哲学的変換だ、というアーペルやクールマンの である。というのも、それはカントというよりはむ ろ、フィヒテの意味での超越論哲学の変換と見なすべきだからである。哲学的なＬＢという課題も、そのために用いられる自己関係性に依拠した論証戦略も、フィヒテの知識 にその源泉を見出すことができる。
だがフィヒテへの言及はアーペルの著作群のごく一部についで
のように見出される程度で り、フィヒテ知識学を詳細に検討してはいない。つまり、超越論的語用論がフィヒテ主義的であるしたら、それは恐らく無意識的な接近な である。とは言え 全
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生観を理論的基礎部分として、日中両国の終末期ケアの現状について比較検討することによって、それぞれの現状と主たる問題点を明らかにし、日本における終末期ケアの発展 経緯から得られた教訓をもと 、今後の中国における終末期ケアの発展に資する提言を試みるこ である。?????????????本論文では以下の４つの章構成 より比較を展開する。
第１章では、終末期ケアの理論的基礎部分として、終末期ケア




ケアの変遷について４つの方面から展開された。︵１︶中国における古近代の養老制度は、高齢者に対する経済的、社会的支援だけでなく、終末期ケア施設の規模を拡大したり、関連する基準や法律等を制度化したりする政府の政策が終末期ケアの発展にとって重要であることを示してい 。︵２︶現代の中国における終末期ケアは様々な問題点と課題を抱える。一方で 終末期ケアの研究者らが﹁社会ウーム﹂という理論を提示し、また終末期ケアに関する実態調査も実施されており徐々に終末期ケアの発展に向けた模索がなされて ることがわかった。︵３︶現在の中国における終末期ケアの発展を制約する要因として、ルールの不備や業界管理の欠陥等業界自体の問題のみならず、関連する法律、法規及び制度の不備、 需要と供給のアンバランス、中国人の終末期ケアに対する誤解など中国特有の政治的 文化的要因が存在している。︵４︶中国人の伝統的な家庭観、経済的要因など中国特有の国情のため、在宅における終末期ケアが今後の中国の終末期ケアの主流となると思われる。第３章では、日本における終末期ケアの変遷について２つの方
面から検討した。
︵１︶日本における終末期ケアは中国よりも早く発展し、現在成熟段階に入った。︵２︶日本における終末期ケアの問題として、今後高齢化率の上昇に伴い終末期ケアのニーズに対応できないという点が指摘されている。︵３︶日本における終末期ケアには、その施設の開設母体が多様であり、終末期ケアについての理論研究と実践研究が歩調をそろえているなどと う特徴がある。︵４︶日本では、ＱＯＬからＱＯＤへの転化が今後高齢者終末期ケアの課題になり、事前指示書をより一層推進していく必要がある。第４章では、日中それぞれの終末期ケアの現状を踏まえ、日中
における終末 類似点と相違点を比較検討した。そ 結果をもとに中国における終末期ケアの定着に向けた発展モデルを構想し、そのための実践目標を提示した。︵１︶今後大勢の高齢者が死を迎えるいわゆる﹁多死社会﹂が到来する。一方で、伝統文化の影響により人々が依然として死をタブー視し死と疎遠になっていることは両国の共通 社会背景である。また、終末期ケアの地域間 格差、終末期ケア 関する概念定義の曖昧さ 痛みの緩和 不十分さ、スピリチュアルケアとグリーフケアの不足が、今後日中 おける終末期ケアの共通の課
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床経験は、理学療法士にとってどのような価値や意味をもつのであろうか。理学療法士の重心児・者に対するケアとしての理学療法がどのようなものなのか、という視点から、質的研究として経験や意味を問 研究 これまでなかった。障がいの重い子に気遣いながらかかわっていく場面について、理学療法士が、対話によって理学療 治療の経験を振り返りながら、現象 的記述を行った研究は見られない。
本研究では、重心児・者に理学療法を行っている理学療法士と





往還であっても、語られた文脈を改めて見直してみると、対話た時点では見え いなかった新たな視点が見えてくる。 まり、臨床場面の対話のうち、 にげない 士の語りや身振り手振りを交えた語りから、理学療法という臨床実践に迫ろうとするとき、そこに重心児・者 日常性を含んだ生きられる世界において理学療法を行う意味が見えてきた。
そもそも対話とは、実存の関係性においてとらえられるもので
あり、単に一対一においてなされる会話を逐一認識しあ 作業ではない。対話はその人の生き き 背景と意味を含みつつ、常に相互の関係性において らえられるものであり、いわば間主観性において捉えられるものである。さら 、重心児・者のよう 意思疎通が難しい者からかすかな われ 読み取ろう するときの場面の語りでは、身振 手振りを交えて、 わば相互身体的に語られていた。重心児・ と理学療法士 のかかわりが、双方の前意識的な層、習慣的身体を含めた 間身体性において成り立っていることが垣間見えてきた。
この間身体性による対話から理学療法士によって語られたこと
は、一見科学的・医学的な治療とケアを行っているように見えて、実は、理学療法士が直接重心児・者に触れ 、動かすことそのものが様々な意味を含んで理学療法を成り立たせ ことである。つまり、重心児・者の身体を常に動かし、時に理学療法士自らが姿勢を変えながら、動かした重心児・者の身体の、かすかなあらわれに気づきながら理学療法が志向されていることであり、いつも理学療法士 身体において状態が把握されながら 重心児・者の身体に合わせて、その都度治療が編み直されていることであった。
たとえ客観的な評価に基づく治療であっても、理学療法士その
ものの手で重 に触れてい 感覚と 触ることによって得る重心児・者そのものから触れられる感覚が、絶 ず両義性をもって入り交じることで、そこ 理学療法 おけるハンドリング
（１）
手技における志向性が立ち現れていた。その一方で 重心児・者においては、理学療法士の治療を通した働きかけに対し 受動的に促され 動かされること ほ んどである 彼 の日常性において、かすかな気配は立ち現れているが 理学療法士 ケア的な促しに応えることができ は、ほとんど ない。重心児・者の日常性 近づく は、理学療法士による不断のケア的な働きかけにかかっている。いわば のあらわれに気
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づくには、理学療法士のたゆまぬ志向性が鍵となる。例えば、弱く浅い呼吸を観察しているだけで、その重心児・者そのものの息遣いが聞こえてくることがあ ように 目で触れ、手で確かめると、そのひとの﹁息遣い﹂という日常性が見えてくる。対話を行ったＫさんには、そのように気遣う日々から﹁はあっ、て。表情ある、って﹂という気づきが与えられていた。理学療法士が目でも手でも 直かに触れて動かさなければ何も見えてこない。このようなたゆまぬ運動志向性が重心児・者の理学療法において成り立っている。
理学療法は、看護領域のように、看護師間の協働が求められる
























窮乏化に見舞われた沖縄県から、多くの人々が阪神地区に低賃金労働力として流入した。高度経済成長期には、集団就職、出稼ぎ労働者として沖縄から ﹁本土就職﹂が急増した。これまでの研究でその移動、生活 ついて多くのことが明らか されてきた。序章では、これらの先行研究を検討する で、沖縄と本土を地理的に分離した二つの地域の問題設定としてとらえるのではなく、両者を貫くものとして 沖縄人の生活経験を位置づける必要性を指摘している。
その上で、第１章では、沖縄人の集住地域の形成に決定的とも
いえる役割 果た たもうひとつ 要因を検討する。アジア・太平洋戦争末期において疎開 余儀なくさ た多数 沖縄人が九州で生活していた。そして敗戦直後の混乱期に、沖縄人 引揚者、復員兵士が九州で生活する縁者に合流した。これら 沖縄人は本土と沖縄が分断された め 、沖縄 帰ることを許 ず 本土に生活の糧を求めることを余儀なくされた。そ 結果 九州に長く留まるこ ができない沖縄人は、本土各地 存在 沖縄人の集住地域へと移動することになっ のであ 。アジア・太平洋戦争に伴う疎開は、一時的な移動・移住の体験、さらに沖縄から本
土へ渡った沖縄人の戦争経験であるばかりでなく、沖縄人の戦後生活を規定することにもなったの 。
では、アジア・太平洋戦争末期から戦後直後にかけて、本土に
在住した沖縄人の生活はどのよう ものであったのだろうか。第２章では、大阪の地におけ 生業に焦点を定める。敗戦後、沖縄がアメリカ 占領下に置かれることで、本土におけ 沖縄人は﹁外国人﹂扱いされること なり、集団就職が始まる前まで、一般企業への就職が困難となった。他方で、敗 後 混乱期を経て鉄鋼産業が再開し、１９５０年 始まった朝鮮特需による鉄鋼需要の増大に伴い、戦前から貯木場︵ ﹁クブングヮー﹂ 呼ばれた﹁沖縄スラム﹂を含む地域︶や港湾に労働する場を求めて集まってきた 人が﹁鉄くず屋﹂となったのであ 。そして﹁鉄くず屋﹂をとおして、鉄くずというモノを媒介として沖縄人だけでなく、在日韓国・朝鮮人、奄美の人、日本の人など、多くの人々との豊かな繋がり、いわば﹁鉄くず縁﹂が形成された。
その後、高度経済成長が終り、 ﹁本土復帰﹂に至っても、大阪
市大正区には﹁沖縄スラム﹂ 残存していた。１９７０年代になると、この﹁沖縄スラム﹂が行政によってクリアランス 対象となり、立ち退きが進められるようになる。第３章 は この 立ち退き﹂に対する住民 闘争を明ら す そこで、この闘争が、クブングヮーに住んでいるこ そのものが差別であるととら
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え、 ﹁沖縄﹂の歴史性そのものを問題化する闘争となったこと、本土における﹁沖縄﹂を問うこと 意味と、そこに含まれる複雑な問題を指摘す ことになる。
補章は、地図を媒介とした、もうひとつの人文学の試みであ
る。疎開や鉄くず屋や、クブングヮー闘争についてインタビューするとき、語り手の話を理解するため 地図を利用した。さらに、地図を見せることによって発せられる言葉と、インタビューの目的からこぼれおちた言葉 、地図に記すという作業を繰り返してきた。こうしてできあがった心象地図を重ね合わせ ことで、地域 歴史性とその空間をわずかなりとも描くこ が出来ていれば と考える
以上の検討をとおして、本論文は大阪でくらす沖縄人のあり方




















在で、如何に台湾と関わってきたかを、日本と台湾の植民地歴史と社会を背景としつつ、主に阿部誠文の先行研究を紐解きながら検証し、特に台湾の俳句結社の歴史を辿り、台湾俳壇の有り様を概観することによって、その特殊性を分析し 。その結果、俳句結社の盛衰が激しく、日本統治時代に、約１００結社存在すること、そして日本本土の﹁俳句歳時記﹂とは異なる台湾の風土 ため、初の﹃台湾歳時記﹄が明治末期に編纂されたことの二つ 特殊性を見出した。
第二章では、黄霊芝主宰の﹁台北俳句会﹂創設と黄の略歴を追
いながら、関連する時代の変容を述べ、 政治に関わらない﹂とを不文律にして運営される﹁台北俳句会﹂の深層 迫る前提する。特に黄 、日文作家 な 契機を提供 た、国民党政府発行の日文新聞﹃軍民導報﹄のコラム欄について述べる。また主宰黄は、台湾人 よる台湾における台湾人のための台湾独自の﹃台湾俳句歳時記﹄を集大成させたのであ が、筆者は、日本人小林里平による戦前の台湾における日本人のため ﹃台湾歳時記﹄と比較しながら、黄霊芝の集大成の功績 検証
第三章では、台湾で作句する人々の﹁俳句自分史﹂を基に、聞
き取りの補充によって、特に﹁政治には関わらない﹂ 暗黙 共通認識とする﹁台北俳句会﹂独自のスタンスに迫る。日本語俳句の内容が、政治的なものは禁止されることの混迷を、 ﹁台湾歌
壇﹂や﹁台湾川柳会﹂と比較しつつ、頼天河の句に内包される鬱屈した葛藤等から考察した。その結果、戦後台湾 国民党政権下では、日本語使用の﹁台北俳句会﹂は、周縁化されるべき存在であったが、 ﹁政治には関わらない という俳句表現によって、国民党政府と敗戦により去った日本と、現在では、台湾内の国民党と民進 と、そして、台湾とその独立を阻む中国との中間の位置である中立性の立ち位置を保持することによって、その存続を図ってきたことを明らかに た。
第四章は、黄霊芝と頼天河の作品や﹁台湾俳句会﹂会員の作








立の呼びかけをするディアスポラの知識人である。張の歴史的経験と記憶から、その主張する台湾独立活動と﹁台北俳句会﹂と日本の関係性について論点を絞った。ここにこ 論題を提示したのは、黄の主義とは相容れない の活動から、 ﹁台北俳句会﹂が現在置かれている世界の中の立ち位置が見え、 ﹁政治に関わらない﹂との立場を補強・ 証すると考えたからである。
終章でまとめると、台湾の﹁台北俳句会﹂の俳句表現には、他
の日本語短詩文芸の短歌や川柳と比較して政治性がないと言える。その理由は、叙事性がないという俳句の持つ形態によ ものではなく、主宰黄霊芝の生い立ちや戦前戦後 経験から培われた信念からくる主義主張によるも であった。ささやかな嗜みとして営まれる ずの日本語俳句会は、戦後台湾 国民党政権下では、周縁化されざ を得ない存在であったが、 ﹁政治に関わい﹂ことを標榜す ことによって、 っそう 周縁化を阻止し、またそれ 我が身を、台湾社会に安定化す ための苦渋 選択であり、サバイバルの方策 あった。そしてまた、張 台湾独立活動は、 ﹁台北俳句会﹂ 中立性を立証するため、不可欠な存在であった。
以上、台湾日本語俳句を分析・解明したことは、台湾と日本の















いる瞬間だけでなく、芸能を生み出す過程や、芸能に必要なモノの流通の過程で、人びとやモノが関係をとり結ぶことと捉え 対象となる行為や活動の枠を拡張した。さらに芸能実践の豊かさが生じる条件として、 ︵１︶芸能を生み出す過程で人びとが関係を結ぶこと、 ︵２︶芸能を稽古する過程で人と人、人とモノ係を ３ 人がモノを求め、モノが人 媒介し、モノを運ぶ移動のネットワークが構成されること、 三点 あげ、これら 軸にして移民や出稼ぎの芸能実践 記述していくこと 明
平成二十六年度博士論文（課程）要旨
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示した。またこのような芸能実践の豊かさを記述するための方法論として、筆者自身が芸能実践の場につねに居合わせてき ことをあげ、それがどのように実を結んできた か ついて べた。
第一章﹁流動する芸能実践﹂では、移民や出稼ぎの拡大ととも
に芸能実践のネットワークが沖縄の外にも広がっていく姿を大阪・南洋群島・ハワイの諸地域に密着して描き、そこで 人びとやモノの諸関係を検討する。具体的 は、古典音楽の稽古の過程にみられる人やモノの関係、芸能実践と故郷と 関係 どに着目した。
第二章﹁行ったり来たりの沖縄芝居﹂では、大阪・南洋群島・
ハワイを巡業した沖縄芝居 焦点 当て そ 事実関係を明らかにしながら、沖縄芝居の実践に様々な立場で参加する人びとの具体的な姿を掬い取っていった。１９３０年代に本格化した移民・出稼ぎ地での沖縄芝居の興行は、興行した地で演じ手 観客、裏方、後援者など様々な人びとを巻き込みながら展開されていった。ここでは、こう た芸能実践の 為者たち 具体的な姿を捉えることで 沖縄芝居がいか る人びとのつながりを媒介したのかを明らかにする。その とによって ﹁越境﹂が、単に地理的な越境だけ なく、地理的単位を構成する既存 社会集団の境界を越境したつながりを作り出し いく う重層的な意味をもつものであった とが明らか 。
第三章﹁流浪する三線﹂では、沖縄とハワイとの間を行き交
う越境的な三線に焦点を当て、その流通の過程で構成される人びとの関係を描き出すとともに、一丁 三線をめぐって多様な意味や価値が見出されていく姿 明らかにした。沖縄の伝統楽器・三線は戦前に移民地へと大量に持ち出され、最も集中したハワイには、１９５０年代の初め頃、４千丁にも及ぶ三線が渡ていたと言われる。ここではまず、戦前にハワイ移民たちがこだわりをもって収集した三線に焦点 当て、その流通の過程で人びとがいかなるネットワークを構成してきたのかを明らかにした。次いで、戦後ハワイから沖縄に戻っていった﹁里帰り三線﹂ 着目し、それ 人間関係でやり取りされてきたのか またそのやり取りの過程では、一丁の三線をめぐっていか る意味や価値が見出されてきたの 明ら にした。このような検討を通じて、三線を媒介にして人びとが関係を積み重ねていくだけでく、三線というものモノ自体にも多様な価値が積み重な くことを示した。
第四章﹁沖縄レコードの流通経路とその音楽的体験﹂では、ハ
ワイで流通した沖縄レコードに焦点を当 る。沖縄レコードは１９１０年代からハワイで流通し、ハワイ移民 芸能実践の場で極的に利用されてきた。ここでは、こうした沖縄レコードの流通と利用の二つの側面に焦点 当て、そこにみられる人びとやモノ
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に王仁三郎の活動等が絡み合って複雑な様相を呈 る。合気道思想を明らかにするには これら 様相を重層的、通時的な視点において考察する必要があった。したがっ 、第一章では合気道の創成プロセスとして三つの時代に分けて、その各時代について植芝 信仰的側面に目を配り つ、検討し 。
第二章では、合気道の源流とされる大東流柔術をめぐる言説




王仁三郎の武道思想との関連性と共に検証した。特に合気道の身体観︵技法観︶ 、修行観、心法 いう三つの観点について着目し、合気道思想がどのように構築されて ったのかを考察した。その結果、当該期における植芝合気道思想は、王仁三郎の神観や宗教的宇宙観に基づいて形成されたということが明らかであった。
第四章においては、植芝の三回にわたる神秘体験を検証し、そ
の宗教的宇宙観がど よう 合気道の理念や技法 顕現 たのかを検討した。さらに、武道家としてのみではなく、宗教家としての側面についても考察した。神秘体験を経るごとに、合気道方向性が明確 なっ いることが見られ また、これら 神秘体験の有り様は、他 大本系宗教家等と共通する点が多く、植芝も王仁三郎の志を引き継ぐ 家であり、さらに 蒙古で 体験から鎮魂行法家とし も捉えることが可能であると考えられ 。植芝の宗教的宇宙観は、王仁三郎 それと重な つつも、神秘 験を経るごとに植芝独自 宇宙観へと発展 、その宇宙観を具的な形で現すものとして合気神社 建立された 言える。
また、植芝が神秘体験により感得した悟りは、具体的には、合
気道を戦わ い武道としたことや、衝突 避けた円い動きには合気道の関節 刺激 る技法によって血流を良くし、身体の浄化を計るということにも れていた。
第五章では、まず敗戦直後の合気道の様相を明らかにし、さら
に、合気神社建立以降の合気道思想について、第三章と同様に身体観︵技法観︶ 、修行観、心法に分けて考察した。心法については、合気道の核となる重要な継承と発展が見られ、特に気に対する捉え方が変化し、この時期に植芝なりの合気道の気のあり方が確立されたと考えられる。合気神社建立後には、明確 心と肉体と気の存在を分けてその鍛錬を打ち出しており、 の概念が合気道において重要なファクターとして捉えられ いる。
また、呼吸については、呼吸という行為そのものが意義付けら
れ、呼吸の働きに禊の役割も付加してい のが見 る。このような気や ついての捉え方は、王仁三郎の思想には認められ かったも であり、合気神社建立後 もたらされたものであると考えられ、植芝自身の宗教的宇宙観の創造が見 れた。王仁三郎の思想を踏襲しつつも、神秘体験や合気神社建立を契機に植芝なりの宗教的宇宙観を創造して ると考えられ、 れ 戦後の白光真宏会 五井昌久との出会いをもたらし、合気道 理念をさらに展開させてい も言えるであろう。
最後に終章において、植芝亡き後合気道思想は継承されたの



















立しないのだろうか。着物を着た一人の演者が座布団に座って、面白いことを語れば、それで良いのか。無邪気だから落語なのか、社会を風刺すれば落語でなくなるのか。日本語で演じられるから落語なのか、日本人が演じるから落語なのか。ばかばかしいお笑いであり がら 芸術でもあり得るのだろう 噺家は噺を演じる際に仮面をかぶり 素顔は見せないも のだろうか、それとも落語の構造上 仮面 かぶり続けることに無理があるのだろうか。芸を磨くことが大事なの 、観客の機嫌をとりむすぶことの方が落語そのも なのだろうか。
落語のことをあまり知らない日本人は、テレビ大喜利番組﹃笑
点﹄ ︵日本テレビ︶ 落語を混同、同一視する が多い。しし、落語は座布団を重ねていく賞罰をつけるも では 。中には、落語と聞いただけで頭 ら﹁ だら いもの﹂と決め込んいる人もいる。しかし、その人たちが考えるほど は低級のものではない はずである。立川談志が﹃現代落語論﹄の中で﹁このまま 落語は滅びて まう﹂とい 危機感 示して たが、私が寄席に行ってみる限りでは、客席は、お年寄りから若い
O
L



















給部門であるとともに、近代日本農村・農業経済を支える重要な副業であった。当初、養蚕業は関東・東山の一部地域に偏在していたが、明治中後期以降 西日本地域を中心に全国に普及・浸透して く。本論文は、京都府を中心事例として、従来明らかでなかった西日本地域への養蚕業の普及・浸透過程およびそ 基盤を地域実態に即して明らかにするも である。
明治中期の組合組織化政策に呼応して、西日本地域の中でいち
早く成長を開始し のは京都府を中心とす 近畿地方の養蚕伝統府県︵ ﹁新興地域Ａ﹂ ︶であった。東日本先進地域を中心として組合組織化政策が頓挫するのとは対照的に、京都府では組合組織化政策を積極的に受け入れ、地方名望家層 組合幹部 して蚕種検査や養蚕伝習所の運営に積極的に関与した。さ に、彼らはより強力な蚕糸業規制の導入を求め、初期議会以降、積極的な政治活動も展開した。この運動 結果、１９００年代により強力な蚕糸
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業規制︵蚕種検査法・重要輸出品同業組合法︶が導入され、 ﹁新興地域Ａ﹂のみならず、それまで養蚕基盤の脆弱であった近畿以西の諸県︵ ﹁新興地域Ｂ﹂ ︶の一部でも成長が促されることになった。
日露戦後になると、西日本養蚕業は﹁新興地域Ｂ﹂も含め、本
格的な成長を遂げるが、その基盤となったのは府県・郡レベルの勧業行政と村落であった。この時期の勧業行政は、日露戦後に勧業補助金を増大させて養蚕技術普及を後押ししたほか 代交配などの養蚕技術革新に対応して、技師・技手を増員するなど、従来の組合を通じた間接的勧業体制から、直接的勧業体制への転換がみられ、それまでの発展過程におい 主導的な役割 果たしていた地方名望家層 技術的主体性は大きく後退した。
村落が西日本養蚕業の発展において重要な機能を発揮するよう
になるのも日露戦後期の特色である。日露戦後の勧業行政の肥大化に対応して、末端の村落が勧業行政の執 を一部代位 たほか、村落単位で 養蚕組合が普及し、そのもとで技術普及や共同販売が行われる ど、個々の小農経営に養蚕が浸透・普及する上で、村落 重要な結節点 役割を果たしていた。
近代日本蚕糸業史研究の基礎的な研究である石井寛治﹃日本蚕
糸業史分析﹄では、上からの資本主義化で成長する﹁第Ⅱ類型製糸家﹂＝先進地域と、政策や﹁半封建的農村﹂に阻害されつつも
自生的な発展を遂げようとする﹁第Ⅰ類型製糸家﹂＝新興地域という枠組みで地域類型を整理した。しかしながら、本論文で明らかにしたように実態はむしろ逆であり、近代日本養蚕業が西日本地域に浸透し、当該地域が発展していく過程において、政策︵規制︶や名望家、村落といった諸基盤が重要な役割を果た いた。また、諸基盤は単独で機能を発揮 たの はなく、相互に連関していた。
養蚕業の発展は、西日本地域の村落や農家経営を大きく変容さ























清盛が福原に退いて以後の一一七〇年代、京都で平家一門 統率した平重盛が平家の家格を清華家に上昇させるなど中央 界での平家権力の政治的成長 ため動いていたこと 論じ 十二世紀第３四半期における立荘推進勢力として活動しえ 背景を示した。
第Ⅱ部﹁荘園制の展開と平家政権﹂は、一国平均役の徴収方法
について分析することで、 家政権 荘園制の展開 及ぼし 影響を捕捉することを試み、三本 論文を収録し 。
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第四章﹁平家政権と国家的収取体制︱一国平均役﹁本所沙汰﹂
弁済の成立︱﹂では、一国平均役の本所沙汰弁済が、治承・寿永内乱期の平家政権下 賦課・徴収された軍役を契機に、比較的小規模な一国平均役にも拡大採用されるようになったことを明らかにした。その上で、内乱後に国家的収取体制の再建を宣言した建久四年︵一一九三︶官宣旨では、一国平均役を徴収する弁済方法の原則として本所沙汰 が採用されたこと、また鎌倉幕府が地頭制 平時定着という課題に取り組む際 地頭を荘園制に位置づけるために本所沙汰弁済を保障する役割を担わせたことを明らかにし、平家滅亡後も本所沙汰弁済が継受されたことを論じた。
以下、第五・六章では、四章で一部言及した平家政権下の戦時
体制︵五章︶ ・鎌倉期 一国平均役徴収方式︵六章︶ ついて詳細な分析を加えた。
第五章﹁治承・寿永内乱期の戦時体制と平宗盛﹂では、内乱期

















る官田について、その立地や経営方式、律令制下における特質を検討した。日本田令の官田規定は、唐の屯田にみられる中央主導の経営方式を採用したも である。令制以前の関係 基づ 現
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郊に営まれた。八世紀に供 を担ってい 園 ミヤケなど令制以前からの所領を前身とし、主に血縁によって家産として継承されてきた。ところが、 末から九世紀初頭にかけ 式規定によっ 供御の園が固定され、天皇位に付随して継承されるものとなる。また、平安遷都にともない、都城プラン たがってミヤケ以外の新たな用益地が確保されるよう なった。園戸による耕作労働も徐々に雑徭によるも へ 切り換えられ、園からミヤケの遺制が消失した
供御蔬菜の供給を職掌とする園池司は、生産地である園の管理
のほか、禽獣の飼育、庭園施設の管理をも掌る官司であると従来考えられてきた。だが、禽獣の飼育は園池司の恒常的な業務とはなり得ず、庭園施設もさまざまな官司によって維持・管理されていた。寛平八年の 池司併合は 内膳司のもとに供御に関わる機能を集積するため 措置である。
第三章では、勅旨田を天皇御料田とみる視点から、天皇家家産




なっている。平城・嵯峨も自らの後継者と目した皇子への賜地によって、家産の継承先を示した。淳和の在位中には皇子女地が少ないが、淳和院に新規開発した勅旨田が集積されており、それらの院および附属所領が配偶・血縁関係によって伝領た。嵯峨・淳和らの有した家産はそれぞれの子孫へと伝領されており、弘仁年間以降、太上天皇と現天皇とが別個の家産系統に属する状況が現出した。勅旨田開発の盛行 、こう 状況によって新帝のもとに十分な財源が確保されない可能性が生じ め、新規開発による家産の増加が目指された結果 考えら る。
第四章では、経営体としての﹁林﹂および山野に設定され 禁
制地に着目し、律令国家の山野支配政策と家産所領と 関わり検討した。天武朝以来、建前上 山野における 保有否定された。しかし、八世紀には為政者層の家政運営 維持が求められたため、法的規制の対象は一部 地目のみに留ま た。こうした状況は八世紀末から九世紀初頭 転機を迎える。王臣家産所領を国家規制のもと 再編する政策が打ち出され、雑令９国内条が支配理念としてお だされた。これ り、これまでは黙認されていた王臣家の家産所領も明確に規制の対象となっが、その目的は単なる﹁律令制へ 回帰﹂ではなく、桓武系天皇
家の家産所領を整備することにあった。
以上の考察により、天皇家の家産について、八世紀末から九世












の乱終息直後、六つの安史軍系藩鎮が、成徳節度使李宝臣を中心として婚姻に基づく﹁連合体﹂を築き、領域の維持や藩帥位の世襲など、様々な特権の維持を図っていたことを明らかにした。また、李宝臣の求心力の淵源として、彼が安史の乱の首謀者、安禄山の仮子であった事実に着目した。すなわち 軍系藩鎮における藩帥権力は、唐朝廷 み らず、安禄山との擬制的血縁関係という、朝廷とは一見相反する側面 よっても裏付けられていたである。
第二章﹁徳宗期﹁建中の反乱﹂前後の河北に対するウイグルと
朝廷の対応﹂では 草原世界と河北の安史軍系藩鎮との繋がりについて、特に李宝臣の死没を契機に起こった﹁建中の反乱﹂ ︵七八一～七八六︶ 注目して分析した。そして、特に河北 安史軍系藩鎮は、乱を優位 進め ために、当時モンゴル高原で最大の勢力を誇ったトルコ系遊牧帝国、ウイグル 公主との婚姻などを利用し、その軍事力を味方につけようとしたこ 、反面朝廷は乱平定後、朝廷側 公主を安史軍系藩鎮に降嫁する によっ 河北を懐柔しようとしてい こと 明らかにした
第三章﹁平盧節度使の活動と海商・山地狩猟民﹂では、海上世
界との連絡 、特に平盧節度使という河南の安史軍系藩鎮に注目して考察した。平盧節度使は八世紀後半から九世紀初頭ま 、広範な軍事的・経済的活動を展開し、他の とも主体的 ﹁外
交﹂関係を結んだ有力な藩鎮である。本章ではその活動を支えた軍事力として山地狩猟民﹁山棚﹂の存在を、経済力として新羅商人など海上勢力の存在を指摘し、平盧節度使が既存の寺院を拠点として利用して彼らとの接触を図っていたことを明らかにした。
従来、藩鎮研究では藩鎮︵地方︶と朝廷︵中央︶との関係が重
視されてきた。しか 以上の検討により、安史軍系藩鎮の視線が決して朝廷のみに注がれていたわけではなく 草原世界や山地、あるいは海域といっ 、唐朝外部の世界にも開かれていたことが判明した。ではこうした外部との連絡は、唐代藩鎮体制の展開に如何なる影響を及ぼした だろうか。
この問題を解明するため、第四章﹁昭義節度使劉稹の乱と唐代











﹃大鏡﹄は摂関政治の生き証人として設定された語り手・世次が、道長を起点として、その血統を遡る形で摂 家嫡流の系譜を認定し 摂関政治史を語る物語である。 ︿主流﹀と︿傍流﹀は峻別されており、その意識は極めて明確である。しかし、多く 先学により指摘されてきたように、道長の栄華を称えながら とき
に批判的な姿勢を見せる。これには如何なる意味があるのだろうか。世次は道長の栄華を称賛し、彼の前には如何なる人物も敗れ去らずにはいられ いと、その強運を言い立てる。しかし、これほどに喧伝する裏には、語られない何かがあるので い 。保立道久氏が指摘 如く、万寿二年という年は、 ﹁王統の新展開の起点となった年﹂であり、 子息達 ﹁兄弟不和が顕在化した年﹂でもあるのである。しかも 藤原氏物語終末部では、その年には天変が頻りに起き、妖言が乱 とんでいることが語られており、不穏さが漂っている。それだけでなく、悪霊の左大臣・顕光とそ 女・延子の怨霊に悩まされ続けている小一条院女御・寛子と、懐妊中の東宮︵後の後一条天皇︶女御・嬉子 道長の二人の女に死期が迫っていることも暗示されてい 、つまりの栄華という﹁望月﹂ 欠け始め 語られているの る。そもそも万寿二年五月に設定された語り 現在は、道長の栄華 ひては摂関政治の終焉を示唆している。本論文 これ ︿主流﹀ ︿傍流﹀という枠組み とらわ ことなく、丁寧 本文を読むことで、 ﹃大鏡﹄の新たな読みを提示することを目指す。
第一章﹁ ﹃大鏡﹄における︿敗者﹀の表象﹂では、所謂︿傍
流﹀の大臣の列伝を検討し、これまで︿傍流﹀と一括りに れてきた人物 中にも区別があることを述べる。殊に伊尹伝と道隆伝は他の︿傍流﹀の大臣列伝とは明確な違 があ こ を指摘す
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る。第二章﹁ ﹃大鏡﹄における﹁魂﹂観の再検討﹂では、 ︿主流﹀の人物に備わるとされてきた﹁魂﹂が︿傍流﹀ 人物にも付与されてい ことを指摘し、従来の研究を修正する。第三章﹁ ﹃大鏡﹄における兼家 三条天皇︱もうひとつの系譜︱﹂では、道長の父・兼家が他の︿主流﹀の大臣と比較すると特異な描かれ方をすることを指摘し、その兼家と強い結びつきをもって語られる三条天皇をめぐる記述を検討する。す 摂関政治に幕を下ろし院政の扉を開いた後三条天皇へと繋がる、兼家︱三条天皇︱禎子内親王︱後三条天皇という系譜が浮かびあ ことを指摘する。第四章﹁ ﹃大鏡﹄における帝の︿声﹀︱一条天皇 三条天皇を中心に︱﹂では、 ﹃大鏡﹄の中で語られる帝 発言について考察る。内容、時期等を詳細に検討することで、そ 意味を探 。第五章﹁ ﹃大鏡﹄における藤原隆家︱実仁親王・輔仁親王を視座して︱﹂では、叔父・道長と 政争に敗れた人物 ありながら、非常に高い評価を与えられる隆家をめぐる記述を取り上げ意味を明らかにす ﹃大鏡﹄が執筆されたと考えられる時期には、隆家の血を引く実仁親王が東宮位あり、その弟・輔 も次の東宮に擬せられ たことを考えると、こ 二人の 子の存在を視野に入れて﹃大鏡﹄を読むことの重要性を指摘する。第六章﹁ ﹃大鏡﹄に大臣列伝の再検討︱道隆伝を中心に︱﹂では、これまで︿傍流﹀と括ら きた大臣たちの列 検討し直す。所











としての顔、農学校で教鞭をとった教育者としての顔、一方で地学や天文学に多くの興味を抱いた科学者的な顔をも持ち、さらには、非常に熱心な法華経信者 もあった。また、豊かな農村生活を目指して羅須地人協会を開設した、農民を率いる救世主であるかのような面もあり、一方では、農民 ちを苦しめる厳しい気候の岩手県という土地で、裕福 質屋商の長男として生まれ ﹁金持ち ぼんぼん﹂でもあり セロを嗜んだ音楽愛好家でもあり、国柱会という天皇翼賛的な宗教団体に死ぬまで入信し続け 男でもあった。また、トシ 妹を若く 亡くした一人の兄でもあった。生前には全く無名であったといっていい岩手 男について、多くの伝記や残された資料は、彼の多彩 個性を私たちに語る。作品が世に紹介されてから現在に至るまで、宮沢賢治研究は非常に活発になされ、多くの論考が提出されてきたが、その時大きな重点をも て考えられてきたのが、この作家そ 人の
問題である。作家論的立場からの考察は非常に多く見受けられ、また賢治が信仰した法華経に即した作品読解も数多い。いわば、︿作品の外﹀から読むに困らないだけの要素を多分に持った作家なのである。
また、一般的に知られている︿宮沢賢治﹀という作家像が読者





表現者とし 捉えようとする動きも活発になりつつある。小森陽一氏は﹃最新宮沢 講義﹄ ︵２︶で、賢治を﹁作家そ 人の人格や思想についてのみ語られてきたために、とても不幸な表現者﹂と述べ、 ﹁いま、最も重要なこ は、賢治の書き残した言葉＝テクストを、ひたすら読むこと﹂だ 言う。また 千葉一幹氏も﹃賢治を探せ﹄ ︵３︶で、 ﹁賢治について語 場合 その思想性をあれこれ言う前に、まず彼にとって表現する 、あるいは言葉の意味について問うべきなのだ﹂ 述べ 。
作品の外側に目を向けるのではなく、あくまでも書かれたテク
























本的な見直しを行った。第一章﹁巻九論︱諸本系統の検討と注記増補の特徴︱﹂では 巻九を対象として、注記内容から 系統分類を行うとともに、増補され 注記に見られる特徴を明らかにした。第二章﹁巻十論 後人増補混入の可能性 中心に ﹂では、第一章に続くものとして、巻十を対象に検討を加えたもの ある。ここでは、書写に関わる誤脱や明らかに後人 増補と考えられる箇所に注目し 諸伝本に存在する潜在的な問題について指摘した。第三章﹁東北大学図書館蔵旧制第二高等学校旧蔵﹃河海抄﹄をめぐって﹂では、戦禍によって失われたと目 ていた当該本の基礎的な調査報告を行った。当該 には 中院通躬による朱の書き入れが残され おり、この書き入れを足掛かり て、﹃河海抄﹄諸本における当該本の位置付けを示した。
第二部﹁ ﹃河海抄﹄の注釈姿勢と施注方法﹂においては、 ﹃河海
抄﹄の注記が形成されていく過程や、注釈成立 背景にあった学






















中国語の量詞に由来するも に焦点をあて、どのようにして日本語の に受容され きたのかを考察した
第１章では行為や出来事を数える助数詞﹁回﹂ 、第２章では現





のような変遷をたどったのかについて考察した。新聞では一九四〇年代頃から﹁個﹂の使用が具体物に偏るようになったが、戦後の国会会議録では が具体物・抽象物を問わず使用されていることから、 ﹁個﹂は近代以降、位相に違 あれど常 無生物の包括的助数詞として機能 い と見られること 示した。また、戦後の﹁個﹂に対する言及からは には書き言葉 中心として使用されていた﹁個﹂が話し言葉で多用されるよう なったこ がわかり、話し言葉における包括的助数詞 ﹁つ﹂から﹁個﹂へと移行していく流れが想定されることを述べた。
第５章から第７章では、助数詞が事物の変化に伴って変遷する
ということを踏まえて、近代において大きく変わった事物として乗り物に着目し、乗り物に関わる助数詞について扱った。第５章では、現在、乗り物における包括的助数詞として使用される助数
詞﹁台﹂について取り上げた。 ﹁台﹂を、台を数える用法、機械を数える用法、乗り物を数える用法を持つ多義語として考えると、近世では を数える用法しか確認できず、機械を数える用法と乗り物 は近代に入って広まった、もしくは獲得された 見られることを指摘した。また、機械を数える用法と乗り物を数える用法ではその用法の浸透の仕方に違いがあること 示した。
第６章では、助数詞﹁台﹂がどのような変遷を経て乗り物とい




























た。同語は、 ﹃日本大文典﹄の中で、当時の濁音前鼻音について言及する際に用いられるが、先行研究 はこの語についての理解が一定しない。本章ではこのような状況を整理 、この語に対て、他のキリシタン資料を中心 用いて、同時代的な解釈 加た。これにより、この語がアクセントやイントネーション ような、超分節の領域の音をあらわすのに用いられ こと 示した。
第２章では、近世後期の国学者、賀茂真淵の﹃語意考﹄に用い








同語で ってもこ 符号が使用されない場合があるとい 、使用のゆれに注目した。そして、このゆれが、実態の反映などではなく、記号の使用が義務的でないという、 記上の事情によって説明されるものであることを指摘 た。また 当該 符号 付すべき箇所と、長音をあらわす符号を用いるべき箇所と 衝突した場合、長音符が優先的に使用されることも指摘する。また本章には﹁補﹂を設け、この符号が用いられる環境に一定の分布があることを示した。
第４章では、近世中期の地下流歌人有賀長伯の聞書である、
﹃以敬斎聞書﹄の内、 ﹁すつしちの仮名つかひの事﹂の箇条を取り































































を使っているが、その技法は個 の特有な意識を描写しよ とするものであった。偉大なロシアのフォルマリスト、ヴィクトル・シクロフスキーは﹁文学の遺産は父から息子では く 叔父から甥に伝わ ﹂と述べ 。こ 説に従えば、
20世紀の物語形式
におけるこの斜めの影響関係は、ジョイスか ニュー・ウェーブ・ＳＦを経由して、ポストモダン・スーパ ヒーロ コミックスに至る線に見ることができ、これが一つ 新たなジャン形作ることになる。
この影響関係を検証するにはまず、メディアにおける幻覚剤














作品は意識と無意識が融合した、人間を超えた意識 描写するニュー・ウェーブＳＦ 代表作品であ 。この章では、テクスト分析を通してこの新型梅毒は幻覚剤のメタファー ことを論じ、また、文学的天才の生産は錬金術 時代から
60年代のカウ












グラウンド・コミックスを対象に、コミックス理論家であるスコット・マクラウドの方法を用いて コマ間の推移を６つのタイプに分け、どのような頻度でそれらが現れるかを検証した。そ結果、これらのコミックスの中に、特有な語りの構成が見られることがわかり、こ 構成を実験的な散文の技法と比較することによって、コミックスという媒体こそが、非直線的時間 表現するのにふさわしいというこ を明らかにした。
第四章では焦点はスーパーヒーローのジャンルにおけるイデオ




















な用法が派生しているのかを実例に基づいて記述し、感動詞的に用いられる場合における﹁もう﹂ ﹁まったく﹂ ﹁ちょっと﹂の相互比較を行うことにより、これら 間に見られる共通点と相違点を探ることである。
従来の研究において既に指摘されているように、副詞と感動




















﹁もう﹂ ﹁まったく﹂ ﹁ちょっと﹂に︵１︶ ︵３︶ ︵５︶と︵２︶
65




























とについて、 ﹁もう﹂ ﹁まったく﹂ ﹁ちょっと﹂ ︿感動詞的用法﹀に見られる共通点と相違点をまとめる。①﹁もう﹂と﹁まったく﹂は、 ︵２︶ ︵４︶
 のように、くだけた会













うに、 ﹁ちょっと﹂を﹁まったく﹂に言い換える 、話し手評価感情表出の側面が前面化する。しかし、 ︵９︶ ︵
10︶のよ






























﹁もう﹂ ﹁まったく﹂ ﹁ちょっと﹂の相互言い換えを総合的に言うと、 ︿くだけた会話文﹀において、 ︿聞き手に対する﹀ 、話し手の︿否定的評価感情﹀と関わる場合、 ﹁もう﹂ ﹁まったく﹂





























に変化したノダ相当形式を持つ方言 して、大阪方言と石川方言を取り上げ、これらのノダ相当形式がどのような過程を経て成立し、どのような性 を持っているかを明らかに た。そして、それをもとに、日本語におけるノダ相当形式の一般性と個別性を明らかにした。
大阪方言のノダ相当形式には、ンヤ・ネヤ・ネンの３種類の形
式があり、そ ぞれ少しずつ性質が異なっている。ンヤは準体助詞やコピュラの性質 強く残している 、ネ に その性質 ほとんどなく、形の上でも意味の上でも、終助詞に近い性質を持っている。そして ネヤはその中間として位置づけられる性質を持っ おり、ンヤ、ネヤ、ネンの順に終助詞化していく過程が想定できる。
このような大阪方言のノダ相当形式、特にネンの成立過程
ついては、以下のように考えた。ネンは過去形 後接する際﹁＊ 行ったネン﹂のようにはならず、 ﹁行っテン﹂のように﹁テ




























































エティエンヌ・ジルソンは、中世哲学の特徴を定義するためにキリスト教哲学という概念を提唱したうえで、ボナヴェントゥラの思想はその典型例であると主張した。しかし、後に彼は自説を撤回して、ボナヴェントゥラに哲学はないと認めるよう なった。このジルソンの変節の理由は、彼が本質的にトマス主義的な哲学観を有していたことに求められる。というのも、彼は論争期以前に掲げた﹁トマスの哲学﹂ 定義を、論争期になって﹁キリスト教哲学一般﹂の定義に流用しているから 。したがって、ジルソンに賛成するか、む ろ彼 論敵に賛成するかに関係 く現代のボナヴェントゥラ評価は基本的 マス主義的な見地に依拠している。しかし、この とがボナヴェン ゥラ自身の哲学観についての無理解を生んだと筆者は考えている。 こで本論文は、ジルソンたちとは別の角度からボナヴェントゥラ 哲学の理解を試みる。
どうして研究者たちはボナヴェントゥラの哲学の存在を疑問視
したのか。その理由は﹁理性は権威に従属しなければならない﹂という彼 発言にある。この発言を研究者たちは、キリスト教教義が哲学理論を検閲す ことを奨励す ものと解釈し 。もしボナヴェントゥラが哲学の学問的自律性、専門性 尊重 いなら、彼の主張する﹁哲学﹂は所詮 神学と混同されている 過ぎないことになる。しか 、ボナヴェントゥラ テクストを詳しく
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読み解くなら、上記の解釈は誤解だったと判明する。なぜなら、彼の主張に即するかぎり、キリスト教の権威は、理論を検閲するという仕方で哲学に介入する ではなく、むしろ理性が自己を肯定するため 動機となるという仕方で哲学に介入するからである。人間理性は、人間理性以外の事物を認識して この認識が合理的である︵ と合致してい ︶ どうかを検証できる。しかし、この検証が正し かどうか、人間理性の自己 が正しいかどうかをあらためて判断はできない。したがって、哲学 純合理的な学問であろうとす なら、逆説的に の自己正当化という問題について無力にな しか い。哲学者は をきないの 、それ も敢えて哲学の正当性を する 一種の倫理的︵合目的的︶な矛盾に陥っ い だから、 は権威から 行動原理 補完を必要としている。それがボナヴェントゥラの主張 要点である。
このボナヴェントゥラの哲学観では、認識活動はとくに﹁伝
達﹂という観点から︵他者と 相互作用という行為論的 観点ら︶思考される。その結果、彼の認識理論は遊戯的・修辞 的な性格を帯びることになる。ボナヴェントゥラの思想が或る程度まで非合理的な特徴を示している は が信仰と哲学を混同しいたからではなく、むしろ彼 学問構想が実践主義 な志向に基づいていたからである。ボナヴェントゥラにとって、認識活動は




















書き始めたものの、書いているうちに自然に戯曲になったと作者は回想しているが、この年は安部公房の戯曲熱が一気 高まったといってよく、六月には俳優座が﹃どれい狩り﹄を上演し、九月には﹃快速船﹄を青俳が舞台化している。 ﹃幽霊はここ いる﹄はこの次に位置する。 ﹂ ︵大笹吉雄、 ﹃東京初台演劇夜話﹄ 、親水社、２００６年、
22頁。 ︶
安部公房は幽霊や人造超人のように変身・変形された人物や物




チーフに基づいた反リアリズム、日常への抵抗、脱ジャンル性を求めながらアングラに劣らない刺激と衝撃を与えた。例えば、﹃制服﹄ 、 ﹃どれい狩り﹄ 、 ﹃快速線﹄ 、 ﹃幽霊はここにいる﹄など、１９５０年代の安部公房が切り開いた演劇の世界には、登場人物には見えないが観客には見える幽霊や人間そっくりの姿の珍獣など非実在物が舞台の上に自然 登場し り、ブルジョア家庭 居間を背景 して日常の裏面 隠されている現実の問題をグロテスクな手法で暴いていったりする。人間存在や現実の裏面を見抜く鋭い眼ざし、それをユニックな作風で再構成し 彼 作品は、戦後演劇史の中でも画期的 成果を収めており、まさしく、﹁１９５０年代における演劇的な事件の一つといっても過言ではなかろう﹂ ︵日高昭二、 ﹁幽霊と珍獣のスペクタクル
－ 安部公房の










の接点を広げようとした。ルポ文学と共産主義活動を寄りながら自然に芸術 通じた社会告発やより効果的に政治的メッセージを伝える方法論について悩んだ彼にとって、大衆との出会いは芸術の始まりであり目的自体だったかもしれない。従って、彼の作品にはアヴァンギャルドの前衛性と大衆性が矛盾し 共存し いる。当時まで日本の演劇界で誰も試し こ のない ルタージュやドキュメンタリーを演劇 に導入し の 彼だ 、ソビエトの映画監督エイゼ シュテインと東ドイツのブレヒトに ってたまに試されたモンタージュ手法も日本演劇界では安部公房よって初めて試された。それだけではなく、不条理でグロテスクな日常の姿を表わすために非日常的な素材 舞台 呼び れる手法なども非常に前衛的な試みであった。それにもかかわらず、彼の作品は文学座、民芸などと共に当時 本演劇を主導していた３大劇団の一つであった俳優座 千田是也の演出と、小説家としての名声のために大衆的にも多くの注目を浴びることに る。
１９５０年代後半、大衆的ジャンルの代名詞であるミュージカ
ルに本格的に挑戦したのもこの理由からである。 ﹁零 会﹂から始まったミュージカルについての実践は﹃幽霊はここ い ﹄で初めて試まれるが成功できず、演劇とミュージカル 中途半端なジャンルに止 ってしまう。そ て巨額 制作費をかけ 準備し
73
















イギリス、英語圏カナダ、東洋︵中国や日本︶ 、そして先住民など多岐に渡る。さらに、ルパージュの﹁他者﹂には 異なるジャンルも含まれる。彼は、演劇にとっての﹁他者﹂である映像やダンス、そしてサーカ とも取り組むことで、演劇という枠組みにも挑戦してきた。
そこで本論文では、 ﹁他者﹂の表象や、その差異に注目するた
めに、一般公開されていない資料やルパージュ本人及び制作者のインタビューなども参考にして、先行研究に新たな視点を提示することを目指した。 ﹁他者﹂の表象からルパージュの地域性や自己の探求を検討するには、まず個々の作品の舞台表象を丹念に分析し、そこに描かれている﹁他者﹂の存在に着目する必要がある。またそれぞれの作品の﹁他者﹂をより深く理解す には、作品の制作過程を辿り、ルパージ が題材と たものを分析す ことも重要である。 れによって舞台表象だけからは知りえ﹁他者﹂が理解できると同時に、ルパージュ作品においては、 ﹁他者﹂と﹁自己﹂との境界が限りなく曖昧となっている点が明らかになると考えられる。
まず序章では、初期の活動をケベック演劇の流れに位置づけ
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表象、ダンス、そして音楽を通して ケベックという地域性を浮き彫りにしな らも、人間が作り上げ さまざまな境界の超越を試みている。
多民族国家を標榜するカナダの中でも、特殊な位置づけにある

















しばしば見られる、暴れ馬︵はね馬︶を必死に制する随身の図像について考察した。それらは上級貴族たちから見た理想の姿であった。また、大倉集古館蔵︽随身庭騎絵巻︾は、こういった行列場面における随身の姿と 型を同じくする図像の随身がそのほとんどを占めることから、そういった行事絵の行列場面から、行列に加わる随身の姿のみを収集して再構成したものと考えられる。そして絵巻の画中画から、僧侶の住房や地方武士の邸宅などの障屏画まで図像が伝播し がわかり、それ 武家が台頭するにつ て 騎馬が儀式的なも 実践的な軍事力として重視され ようになり実践的な調馬や馬術を表すも と 受容されたと推測した。さ に、その延長線上 ﹁厩図屏風﹂や﹁調馬図屏風﹂ いう主題 成立が想定できる。
第三章では、永青文庫に所蔵される︽調馬図屏風︾を取り上
げ、それが国内外に複数の作例が伝わる﹁騎馬図 ﹂の系譜にあることを指摘するとともに、 ﹁騎馬図巻﹂の成立 ついて、貴族が騎馬人物 賞玩 目的で制作され 騎馬図 画巻 、より実践的な乗 の見本の画巻として再構成 、時代が降るにつれて図像のみが受け継が て古画の図像集と て描かれ ようなったと想定した。また ﹃本朝画史﹄の狩野山楽伝で 山楽
創始したと記される﹁騎法七段﹂は、 ﹁騎馬図巻﹂を当世風の騎馬図に再構成することによって生み出されたのではないかと推測した。
第四章では、 ﹁厩図屏風﹂のうち、風俗表現が伴う作例につい
て考察した。数々の﹁聖徳太子絵伝﹂や中世の絵巻物に見られる厩の描写から、およそ十五世紀に向かって、徐々に厩が座敷を伴って立派になっていく過程を見出した。また文献史料から、厩図屏風に描かれたモチーフは、室町将軍邸の厩で実際に見られたものも多いことがわかった。そして、厩図屏風という主題成立直接の契機は、室町将軍邸の厩にお て 貴族や僧侶が入り混じって盤上遊戯に熱を上げるさまを描 たことであり、東京国立博物館本のような厩の立地の壮麗さをも盛り込んだものであった。その後、周囲 情景を省略する代わりに 厩の座敷 の風俗に特化して描いたものが、クリーヴランド美術館本の図様であったと思われる。
第五章では、永青文庫所蔵の狩野探信守政筆︽牧馬図屏風︾
︵以下﹁永青文庫本﹂ ︶を出発点に、牧馬図の主題展開について考察した。永青文庫本は、粉本が伝わる江戸城本丸御殿にあっ 狩野探幽による牧馬図屏風と図様が類似し いる。平安時代 名所絵の一主題として描かれた牧馬 は、やがて武士にも好まれ、中世を通じて受容された。ま 、安土城障壁画の一つである﹁駒の
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目して考証を試みた。そ 化阿弥陀・化観音の形姿は持斎日の本尊画像に合致することから、化仏には六道厭離 基づく滅罪の効験が包含され いることがうかがえる。従来、この化仏三尊 根拠とし、高野山本を平等院鳳凰堂壁扉画の先例を援用し 下品上生図とみる見解があった。さらに、中幅の拱手比丘 下品往生者におそらく不可欠とされた結縁の先達 捉え 見られる称名滅罪の機能、伝来文書の内容 鑑みれば 下品上生図への帰属説は蓋然性を増すこ になろう。ま 、近世資料において 仏に﹁山越﹂を冠する呼称が付けられる理由についても、やはり滅罪による即身成仏を表わす禅林寺本に求め、一連の来迎阿弥陀の説法印が滅罪印として認識されていた 能性も提示した。
第三章では、同様の解釈を禅林寺本に描かれる四天王と持幡童
子の図像に敷衍す 試みを行った。禅林寺本は覚鑁 密教思想に基づく図であることが先学によって解明されてい 、四天王と持幡童子の属性については純然たる浄土思想に基づく図像ではな
いとみなされるのみであった。しかし、広目天の像容からは、衆生の持戒を監察・記録するという﹃四天王経﹄所説 役割が看取され、持斎日において四天王が阿弥陀の縁日に現世に降臨するという浄土信仰との接点も見出せる。また、持幡童子についても持斎日の案行尊である善悪童子のイメージが投影されている可能性が示されたことがあるが、本稿ではそれを論証することと た。しばしば来迎図や仏教儀礼に登場する持幡童子は、先学によって﹃法華経﹄所説の天童に淵源が見出されているが、その解釈だけでは首肯 がたい点もある。そこで、往生伝や説話における展開を辿ってみたところ、中世 天童は様々な本地を持つ多様な展開をみせていた。これは本地垂迹思想や仏菩薩の同体 解明しようとする当時の教学の傾向とも重なっており、当時 人々が天童の多義性を理解し ことが予想される。一方 善悪童子 つても、早くに冥府で活躍する俱生神と習合し 後、重層的イメージを伴う尊格へと展開 き、天童 同様に不動二 子と同一化するなどの共通点も確認 き、天童、持幡童子の源流として悪童子を想定し ると結論付けた。
以上の図像解釈は禅林寺本を裏付ける密教思想とも一致するも
ので、滅罪という観点から作品の全容 捉えることが可能である。禅林寺本は、持戒を具足完遂させたこと 四天王や持幡童子に証明されながら即身成仏 遂げるこ を表す現存唯一の作例で
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るものではない。例えば、文久三年︵一八六三︶に暁斎が描いた絵馬﹁白象と美人﹂ ︵東京・九品山浄真寺蔵︶には、俳諧がしたためられ とともに極楽浄土への願いも込められている。白象と女性という組み合わせから、ここに描かれる女性は普賢菩薩の化身である江口の君に見立てられたものと考えられる。そし 、この白象は文久三年四月 江戸 見世物に出された象をモデルとしているのだが、こうした浮世の女性や象に 悟りへの導きの願いが託されている。
また、暁斎の師にあたる歌川国芳が手掛けた﹁源頼光公館土蜘
















慶らの次世代を担った仏師のひとりである肥後定 ︵一一八四～？︶の作品を中心 考察を行った。第一節では、彼の代表作とされてきた貞応三年︵一二二四︶の京都・大報恩寺六観音像のうち准胝観音像と嘉禄二 六 同・鞍馬寺聖観音像を取り上げ、両菩薩 の成立要因を問い直したうえ 、その影響下にあると想定されてきた﹁定慶様菩薩像﹂との比較を行った その結果、 ﹁定慶様菩薩像﹂と肥後定慶の菩薩像 間に直接的な影響関係はない 判断 、共通 規範として運慶晩年期 菩薩像が存在した可能性が導き出 た。さ には壮年期の作風から飛躍の背景に、運慶自身における宋代美術 受容 深まりがあったと推定し、肥後定慶研究に新視点を提示し 。
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第二節では、大報恩寺六観音像を考察の中心に据えた。従来、
准胝観音像のみが考察の対象とされがちだったのに対し、六軀一具の群像として 構想を明らかにすることを目指し、際立った特徴を有する十一面観音像と聖観音像 焦点をあてた。そ 結果、担当仏師の違いとされ きた本群像内におけ 表現上の差異 うち、十一面観音像は奈良時代末から平安時代初期、聖観音像は平安時代後期にさか ぼ 古典彫刻 特徴 取り入れたこと 明らかとなった。これは、近年の彫刻史研究における重要テーマでる模刻の問題とも関わる点で興味深く、また大報恩寺聖観音像の特色を明確にしたことにより 二 後の造立にも かわらず表現上の差異が大きい鞍馬寺聖観音像について考察する手が りが得られた。
第三節では、東京芸術大学毘沙門天像を取り上げ、神将形像
の検討か 肥後定慶作品の位置を考察した。毘沙門天 、運慶・湛慶・肥後定慶ともに在銘作品が伝わる尊像でありながら、三者の毘沙門天像については像全体の印象の類似や相違が指摘されるにすぎなかった。本稿では、芸大像 装身具及び甲の形式に焦点を当て、ほぼ同時期と推 される湛慶作 高知・雪蹊寺毘門天像との詳細な比較検討を行った。その結果、両像ともに文治二年︵一一八六︶運慶作の静岡 願成就院毘沙門天 以降、慶派仏師の神将形 で踏襲された形式と、東大寺大仏殿四 王像 再
興を契機として十三世紀初頭以降に広がりをみせた新形式を基調とし、それらの取捨選択によって全体を構成していることが明らかとなった。ただし、新形式の採用に対する両者の姿勢は対極的で、細部意匠にとどめた雪蹊寺像からは湛慶の慎重な姿勢がうかがえたのに対し、新形式を積極的に採用するなど既存の形式に依拠しつつ新たな表現を試みる点に 肥後定慶の独自性が認められた。
鎌倉時代前期彫刻と図像との関係に焦点を当てた第二章では、
第一節で神奈川・阿弥陀寺文殊菩薩像 取り上げた。形制及び作風の検討から鎌倉時代初期の慶派仏師の作 推定 法量や形制のみならず立像 ある点まで類似する東京国立博物館文殊菩薩が春日本地仏とみられることをふまえ 箱根神社 ほ 近い阿弥陀寺の地理的条件も考慮して箱根権現の本地仏だったと推定した。さらに、衣褶表現が米国・サンフランシスコ・アジア美術館の五字文殊図と類似するこ に注目し、制作にあ り五字文殊図のなかでも宋本 像ないし宋本を原本にもつ忠実な転写本が手本とされた可能性を指摘した。
第二節では、鎌倉時代前期を代表する三具の十二神将像、すな
わち京都・浄瑠璃寺伝来像、奈良・興福寺東金堂 、 曹源寺像を取り上げ、形勢及び甲や着衣の形式について図像との異同を論じた。浄瑠璃寺伝来像は、形勢のみ らず甲や着衣にまで
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定智本十二神将図像あるいは﹁醍醐本薬師十二神将図﹂の形を忠実に採り入れながら、部分的に改変を加えて一具としての統一的な表現を図 、興福寺東金堂像は形勢とともに細部形式の一部にも定智本の形を忠実に採用し また宋画に由来する形を積極的に採用する ど、両者は図像写しの傾向が異なるこ を明らかにした。これに対し、曹源寺像は図像と 関係 希薄で、むしろ同時期の大仏殿様四天王像と多く類似するこ を確認し、建久年間︵一一九〇～九九︶ころの作とみなす従来説に再検討の必要があることを指摘した。
第三章では、快慶の代表作である奈良・東大寺僧形八幡神像を
取り上げ、 の像が坐す蓮華座に着目 て 特殊な構造からみえてくる像の機能を論じた。 肉部︵天板︶を落とし蓋状 蓮華︵周縁部︶へと嵌め込む仕様は、蓮華︵周縁部︶左右中央から挿し込んだ丸棒のみで連結する構造であり、蓮肉部︵天板︶四方の鉄製円鐶を用いて空中に吊り下げたとみなす従来説は 脆弱ゆえに成り立ちがたいと判断した。さらに、蓮肉部︵天板︶上にある像本体を固定 ていた痕跡に注目し、鉄製の円鐶は 肉部︵天板︶と一体化した像本体 持ち上げる めの機構と考え 像の移動を前提とした構造とみなし 場合、奈良時代 大仏 立に際して八幡神が上洛 てき きの様子を演劇的 再現した手掻会との関連が想定できる。神体として画像ではなく彫像が必要とさ
れた背景としては、手掻会で像を神輿に遷座して祭礼を執り行うことが企図された可能性を提示し、彫像の構造や造法が像に期待される機能と不可分な関係にあることをしめす事例ととらえた。
